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緊急を要するため、議会
で決定すべきことを、市
長が代わってこれを処分
すること。

国の補助金等の変更や、
緊急やむを得ない場合な
どに予算の追加やその他
の変更を行うもの。

４４月月臨時会臨時会４４月月臨時会臨時会４月臨時会

2

　４月臨時会が４月21日に開催され、令和４年３月16日に発生した福島県沖地震による災害復旧のための緊急
な予算措置を含む議案４件について審査し、いずれも原案のとおり承認、可決、同意されました。

令和４年度白河市一般会計補正予算（第１号・第２号）を承認可決

◆アプリでつながる商店等魅力発信サポート事業◆アプリでつながる商店等魅力発信サポート事業
　新型コロナウイルスの影響により、経済的に打撃を受けた商店の活力を取り戻すため、アプリを活用
した店舗の情報発信やクーポン券の発行に対して補助をする。

◆子育て応援「マタニティーコンサート」開催事業◆子育て応援「マタニティーコンサート」開催事業

◆映像制作講座開催事業◆映像制作講座開催事業

　妊婦やコロナ禍に出産した方などを対象に、「マタニティーコンサート」の開催と専門家の講演や相
談会を実施することで、妊産婦の心身のフォローアップを図る。

「まちなび白河」のトーク画
面に表示されている「取得
クーポン」ボタンをタップし
ます。

お会計の際に、「クーポンを
使用」ボタンをタップします。

取得済みのクーポンが表示さ
れるので、「利用する」ボタ
ンをタップします。

「クーポンを使用」確認画面が表
示されますので、お店のスタッフ
に提示してください。
スタッフと確認しながら「OK」ボ
タンをタップします。
※マナーモードに設定されていると、
効果音はでません。

　新型コロナ感染の心配がないYou TubeやTik Tokなどの非接触型ツールによる映像制作・発信のた
めの講座を開催する。

Point
専決処分

とは

Point
補正予算

とは

福島県沖地震による災害復旧のため、緊急な予算措置が必要となったため専決処分を行った。
このことを議会に報告し承認を求める。　（1億4,142万2千円）増額

国庫支出金727万3千円が増額され、一般会計予算総額が288億2,869万5千円となった。これに
よってアプリでつながる商店等魅力発信サポート事業（550万円）、子育て応援「マタニティー
コンサート」開催事業（137万8千円）、映像制作講座開催事業（39万5千円）が行われる。

第２号

第１号
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6月定例会 ◆市長提出議案	………………8件
◆請願	 	 ………………2件
◆報告	 	 ………………6件
◆議員提出議案	…… 2件（4頁）
◆委員会提出議案……2件（5頁）

議案ピックアップ

　６月定例会が、６月16日から29日までの14日間の会期で開かれま
した。住民税非課税世帯等への臨時特別給付金支給事業や、観光資源
の活用を図る拠点としての「しらかわ観光ステーション」に関する条
例を含む議案８件について審査し、いずれも原案のとおり承認、可決
されました。
　一般質問は６月22日から３日間行われ、13人の議員が登壇し、市政
全般にわたって議論が行われました。（８～12頁）
　また、市民からの請願2件は採択、議員提出議案「原子力損害賠償に係る中間指針等の見直しを求める意見
書」及び「衆議院議員小選挙区における地域の実情を踏まえた区割りの改定を求める意見書」二件は全会一致で
採択され、それぞれ関係機関に意見書を提出しました。（4～5頁）

◆議案第88号（専決処分5/27付）専決処分の承認を求めることについて

◆議案第95号令和4年度白河市一般会計補正予算（第4号）
補正額4億9,131万3千円、予算総額294億35万6千円補正額4億9,131万3千円、予算総額294億35万6千円

予算PICK UP

「子育て世帯特別支援事業」8,034万8千円
　新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中、物価高騰等に直面
する低所得の子育て世帯の生活を支援するため、特別給付金（子供1人当たり
５万円）を支給する。
　　　　・低所得のひとり親世帯（児童扶養手当受給者等）
　　　　・低所得のひとり親以外の世帯（住民税非課税世帯等）

「住民税非課税世帯等特別支援事業」
　　　　　　　　　　　1億4,669万3千円

　新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中、物価高騰
等に直面する方を支援するため、1世帯につき10万円を支給する。
　　　　・令和３年度または４年度分の住民税が非課税の世帯
　　　　・令和４年１月以降の家計が急変した世帯
　　　　※いずれも令和３年度以降に本給付金の支給を受けて

いない世帯

「新型コロナウイルス感染症予防対策事業」
　　　　　　　　　　　1億4,942万4千円

　　　　・コロナワクチン４回目接種として60歳以上の方、及
　　　　　び60歳未満でも基礎疾患のある方

対象者

対象者

対象者

全ての議案の審査結果
は市議会ホームページ
をご覧ください。

支給対象となる世帯（いずれかにあてはまる世帯）

市民の皆さまへ

支給対象と申請の有無

 臨時特別給付金（１世帯あたり 万円）は、令和４年度新たに住民税
非課税となった世帯や、新型コロナウイルス感染症の影響で家計急変
のあった世帯を支援する給付金です。

 令和３年度非課税世帯等として支給を受けた世帯は、対象となりませ
ん。

世帯全員の
「住民税が非課税」

の世帯

令和４年１月以降に世帯全員の収入が
「住民税非課税相当」

まで減少した世帯 家計急変世帯

市から
確認書が届きます（要返送）
※一部申請が必要な場合があります

令和 年 月 日時点で住民登録のある
市区町村から確認書が送付されます。

支給手続きや支給要件の詳細は裏面をご確認ください。

申請期限：～令和４年９月３０日（金）
申請時点で住民登録のある市区町村に
申請してください。
【市申請書配布先】市役所社会福祉課、各庁舎、

各行政センター
市ホームページよりダウンロード可能

申請が必要です

詳しくは裏面「 」へ 詳しくは裏面「Ⅱ」へ

１世帯あたり 万円
（令和３年度支給世帯は除く）

市が確認書 または申請書 を受理し
た日から１カ月以内が目安です。

給付金の支給額 給付金の支給時期

令和４年度住民税非課税世帯等に対する
臨時特別給付金（ 万円 世帯）のご案内

受給には手続きが必要です

【令和４年６月１日以降版】
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「原子力損害賠償に係る中間指針等の見直しを求める意見書」
　　　　　　　　　　　　
〈要旨〉
　東京電力は、原子力損害賠償紛争審査会が定めた「東京電力株式会社福島第一、第二原子力発電所事故
による原子力損害の範囲の判定等に関する中間指針」及びその追補に基づいて被害者への賠償を行ってい
るが、全国各地で提起されている約30件の集団訴訟が、中間指針等の定める水準を超える内容の損害賠償
が認められるかが主な争点になっている。本年３月の最高裁判決は６件の集団訴訟において、いずれも全
体として中間指針等の水準を上回る内容の損害賠償を認めるものであった。よって、国において、東京電
力による福島第一原発事故による被害者への十分な損害賠償が早期に実現されるよう、中間指針等の見直
しを速やかに行うよう求める。
　令和4年6月29日

　　　　提出者　　　深谷　　弘
　　　　賛成者　　　大竹　功一　

「衆議院議員小選挙区における地域の実情を
踏まえた区割りの改定を求める意見書」
　　　　　　
〈要旨〉
　去る6月16日、衆議院議員選挙区画定審議会は、「１票の格差」是正のため、人口比率を重視して新た
な区割り案を岸田内閣総理大臣に勧告した。これにより、福島県は、現行の5選挙区から４選挙区に1減さ
れ、福島３区だった白河市、西白河郡(西郷村を除く)、東白川郡は、会津地方の従来の福島4区へと統合さ
れ、新たな福島３区となる見直し案が打ち出された。ついては、衆議院議員の小選挙区の見直しにおいて
は、１票の格差是正の観点のみならず、経済圏や生活圏、広
域的な行政圏の結びつき、地域の歴史的な沿革や地勢状
況等の事情を総合的に考慮し、都道府県知事や市町村長
などの関係自治体の意見を十分に尊重しながら、各地域
の実情を反映した区割りとするよう強く要望する。
　令和4年6月29日

　　　　提出者　　　高畠　　裕
　　　　賛成者　　　大花　　務　　髙橋　光雄

　　須藤　博之　　山口　耕治
　　深谷　　弘　　北野　唯道　

　意見書案第4号

　意見書案第5号

衆議院議員選挙区画定審議会「衆議院小選挙区選出議員の
選挙区の改定案についての勧告/区割り図」より引用

「意見書」を提出する要因として、５ページの住民の
声である請願や陳情があったとき以外に議会独自の意
思に基づくものがあります。それが「議員提出議案」です。
６月定例会では、次の２件の議員提出議案があり、全
会一致で可決し、関係機関に提出しました。

クロー
ズ

アップ

議員提出
議案

採択か不採択か

市民の思いを
議会が代表して
国に届けています
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〈要旨〉
　東日本大震災から11年が経過した。福島の復
興・再生に向けて手厚い支援が実施されている
が、引き続き被災者に寄り添う「被災児童生徒就
学支援等事業」による就学支援は必要である。
　東日本大震災によって経済的に困窮している家
庭の子供たちの就学・修学を保障するため、令和5
年度以降、全額国庫で支援する「被災児童生徒就
学支援等事業」の継続と、十分な就学支援に必要
な予算確保を行うこと。

地方財政の充実・強化を求める
意見書提出請願書
　　　　日本労働組合総連合会福島県連合会
　　　　白河地区連合会議長
〈要旨〉
　いま、地方公共団体には、度重なる自然災害に対
する防災・減災や災害復旧の取り組み、急激な少子
・高齢化の進展に伴う子育て、医療・介護など社会
保障制度の整備、また人口減少下における地域活性
化対策、脱炭素化をめざした環境対策、あるいは行
政のデジタル化推進など、より新しく、かつ極めて
多肢にわたる役割がもとめられている。しかし、人
材は不足しており疲弊する職場実態にある中、新型
コロナウイルス対策、多発する大規模災害への対応
も迫られている。これら、諸課題解決には、地方財
政の充実、強化が不可欠である。

　請願第３号 　請願第４号

Point
意見書

とは

Point
請　願

とは

議会としての意見や要望
を意見書として国会、関
係行政庁に提出できるこ
と。

地方議会に対する請願の
提出には紹介議員が必要。
提出された請願は、議会
としての採択、不採択の
決定をする。

委員長　佐川京子　　副委員長　鈴木裕哉　　委員　菅原修一、室井伸一、山口耕治、深谷　弘、柴原隆夫

ICT検討委員会先進地視察 (喜多方市視察 )
　去る７月７日、ICT検討委員会は、先進地である喜多方市議会を訪
問しました。同市議会は県内で最も早くタブレット端末を導入し、本
会議を含めさまざまな状況で利活用しています。
　当市議会において、議員活動の活性化、議会運営の効率化、迅速化
を図るため、タブレット端末など ICT(情報通信技術 )の導入について
調査検討してまいります。

※ ICT　Information and Communication Technology（情報通信技術）の略

提出された請願は議会運営委員会で審査した後に本会
議で審査します。採択されたものは市議会の意見書と
して関係機関に提出しました。

02 議会運営委員会の採決
採　択

01 請願

03 本会議の採決
請願・意見書全会一致で採択　関係機関に意見書を提出しました。

クロー
ズ

アップ

請願と意
見書

採択か不採択か

意見書案第7号
地方財政の充実・強化を求める

意見書

意見書案第6号
「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、被災

児童生徒の十分な就学支援を求める意見書

採択

「国の「被災児童生徒就学支援等事
業」の継続と、被災児童生徒の十分
な就学支援を求める意見書」の提
出を求める請願書　　

福島県教職員組合中央執行委員長
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総務 常任委員会総務 常任委員会

市民産業 常任委員会市民産業 常任委員会

本市への本社機能移転等で事業者の固定資産税免除、本市への本社機能移転等で事業者の固定資産税免除、
令和６年3月31日まで延長に！令和６年3月31日まで延長に！

白河市しらかわ観光ステーションの管理運営は公募での白河市しらかわ観光ステーションの管理運営は公募での
指定管理者制度の導入を予定指定管理者制度の導入を予定

白河市税条例等の一部を改正する条例のほか議案３件が付託され、いずれも原案のとおりを可
決しました。

白河市しらかわ観光ステーション条例のほか議案１件が付記され、いずれも原案のとおり可決
しました。

東京一極集中の是正、地域の活力向上・持続的発展を図るための制度で、事業者が研究開発部門などの本
社機能の一部または全部を東京23区等から地方に移転する場合や地方で本社機能を拡充する場合等に優遇
措置を受けられる。なお、適用期限も令和6年3月31日までに延長される。

大きさも限られていることから、観光情報の発信を主としながら、季
節や祭りなどをテーマに市内各地域の銘品・産品の展示・販売を行い、
それぞれの店舗に足を運んでもらう仕組みづくりを考えている。

令和4年3月31日付で国土交通省から公共工事の前払いの引き上げ幅を減らす特例の取り扱いに係る通知を
受け、設計等委託料の前払いの割合が10分の4から10分の3へと変更になったことから、2,647万6千円を
減額するものである。

防火衣は、令和3から4年度の2か年度で、消防車両1台につき2着を配
備する予定である。配備枚数の増については、現場の声などを聴きなが
ら、今後、検討していきたい。

Q

Q

Q

Q

●● 議案第90号　白河市地方活力向上地域における固定資産税の課税免除及び不均一課税に関する条例の一部
を改正する条例

●● 議案第93号　白河市しらかわ観光ステーション条例

●● 議案第95号　令和４年度白河市一般会計補正予算（第４号）

●● 議案第95号　令和4年度白河市一般会計補正予算（第4号）（消防団運営事業）

固定資産税優遇措置の要件とその理由は？

施設の管理運営、及び駅カフェなどへの影響は？

複合施設整備事業の減額理由は？

消防団防火衣の配備数は？

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

都会から地方へ事務所等の移転を促進

各店舗に足を運ぶ仕組みをつくる

複合施設整備事業の設計委託料等を減額補正

消防車両1台につき防火衣2着を配備

白河駅舎の東側に観光ステーション
ができます。
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教育福祉 常任委員会教育福祉 常任委員会

建設水道 常任委員会建設水道 常任委員会

ICT教育環境を整備し、不登校生の学びの機会を保証するICT教育環境を整備し、不登校生の学びの機会を保証する

旧小峰城太鼓旧小峰城太鼓櫓櫓
や ぐ らや ぐ ら

条例を設置条例を設置

白河市国民健康保険税条例の一部を改正する条例のほか、議案２件が付託され、いずれも原案
のとおり承認、可決されました。

白河市旧小峰城太鼓櫓条例のほか、議案１件が付託され、いずれも原案のとおり可決されました。

基礎課税額分は５世帯減少、後期高齢者支援金等課税額分は18世帯減少
となる。税収である調定額は、約210万円の増額となる。

昭和初期から茶室として利用していた経緯がある。広
さが5畳半で茶室や会合の使用を見込む。当面、月１
回一般公開を行う。人数制限については、使用用途に
よって適切に判断する。

教室で授業を受けることが困難な児童・生徒が、保健室、学校図書館
や校外（国体記念体育館内）に設置されている「さわやか教室」など
において、オンライン授業が受けられるようにwifiルーターや大型提示
装置などのICT機器を整備する。

Q

Q

Q

●● 議案第92号　白河市国民健康保険税条例の一部を改正する条例
「基礎課税額」と「後期高齢者支援金等課税額」の引き上げ

●● 議案第94号　白河市旧小峰城太鼓櫓条例
「茶室や会合の利用を想定」

●● 議案第95号　令和４年度白河市一般会計補正予算（第４号）
誰一人取り残すことのない教育を目指して

改正による課税限度額を超える世帯数の状況は

太鼓櫓の想定される活用方法と人数制限は

ICT教育環境整備の主な内容は

Ａ

Ａ

Ａ

　帯曲輪（旧白河バラ園の範囲）の
史跡整備工事の完了により、11年ぶ
りに通行できるようになったことか
ら、整備状況を確認しました。

大信増見地
内に東北最
大級のソーラーパネルが設置された白河ソーラー
パークの状況を確認。これからのクリーンエネル
ギーとして大きな期待が持てました。

「小峰城跡帯
お び

曲
く る

輪
わ

及び小峰城歴史館」

「白河ソーラーパーク（大信増見地内）」

現地調査　6月29日

　小峰城二ノ丸の太鼓門付
近にあった櫓。明治期に個
人が譲り受けた。城内の建
物群の面影を残す唯一の建
造物として郭内（裁判所
隣）に移築され、市重要文化
財にも指定されている。

太鼓櫓とは？クローズ
アップ条例

大型提示装置

小峰城歴史館
では、白河藩
の家老であっ
た服部半蔵が
住んでいた場
所を発見！
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Ｑ　
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル

発
射
、
各
地
で
頻
発
す
る
大
規

模
地
震
、
異
常
気
象
に
よ
る
大

規
模
災
害
の
発
生
、
収
束
が
見

通
せ
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
等
、
こ
れ
ま
で

に
な
く
我
々
の
身
の
回
り
に
ま

さ
に
生
命
の
危
機
を
感
じ
る
状

況
が
続
い
て
い
る
。
市
単
独
の
権
限
で
対
応
で

き
な
い
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
市
民
が
最

も
頼
り
と
す
る
の
は
一
番
身
近
な
行
政
で
あ
る

市
の
対
応
で
あ
る
。
こ
う
し
た
生
命
を
脅
か
す

危
機
か
ら
市
民
を
守
る
こ
と
に
対
す
る
、
市
長

の
決
意
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　

地
方
自
治
の
責
務
は
、
市
民
の
「
い
の

ち
」
と
「
く
ら
し
」
を
守
る
こ
と
。
換
言
す
れ

ば
あ
ら
ゆ
る
危
機
に
対
応
す
る
こ
と
。
危
機
に

は
災
害
な
ど
の
直
接
危
機
と
少
子
高
齢
化
な
ど

の
長
期
的
に
解
決
す
べ
き
危
機
が
あ
る
。
我
が

国
を
取
り
巻
く
国
際
環
境
は
、
力
に
よ
る
一

方
的
な
国
際
秩
序
の
根
幹
を
揺
る
が
す
ロ
シ

ア
、
北
朝
鮮
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル
発
射
の
脅
威
な

ど
、
悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
就
任
以

来
、
様
々
な
災
害
と
向
き
合
い
、
全
力
で
取
り

組
ん
で
き
た
。
今
後
、
あ
ら
ゆ
る
事
態
を
想
定

し
、
多
様
な
視
点

か
ら
し
か
る
べ
き

対
応
を
し
て
い
く

覚
悟
。
困
難
と
正

面
か
ら
向
き
合
い
、

職
員
と
一
丸
と
な

り
市
政
運
営
に
全

力
で
対
応
す
る
。

Ｑ　
重
油
流
出
水
質
汚
濁
事
故

の
対
応
と
備
え
さ
ら
に
発
生
時

の
広
報
体
制
に
つ
い
て

Ａ　
所
管
が
多
岐
に
渡
る
の
で
、

県
は
県
南
地
方
振
興
局
環
境

課
、
市
は
環
境
保
全
課
が
窓
口

と
な
り
情
報
の
共
有
化
を
図
り

迅
速
円
滑
な
応
急
措
置
に
取
り

組
む
。
事
故
現
場
で
の
常
時
監

視
体
制
も
敷
く
。

オ
イ
ル
マ
ッ
ト
、

オ
イ
ル
フ
ェ
ン

ス
等
資
材
を
常

時
確
保
し
万
全

の
体
制
を
整
え

る
。
防
災
無
線

も
緊
急
性（
生

命
・
財
産
）の
高

い
地
域
情
報
を

個
別
に
放
送
で

き
る
。
緊
急
放

送
の
手
続
き
は
、

消
防
・
警
察
・
関
係
機
関
の
依
頼
に
よ
り
精
査

し
、
放
送
し
て
い
る
。

Ｑ　
米
の
消
費
拡
大
、
P
R
に
つ
い
て

Ａ　
米
の
需
要
量
は
毎
年
10
万
ト
ン
減
少
し
状

況
は
厳
し
い
が
、
農
業
経
営
に
大
影
響
を
及
ぼ

す
の
で
、
消
費
拡
大
に
向
け
た
独
自
の
取
り
組

み
を
進
め
る
。
新
た
な
レ
シ
ピ
紹
介
や
白
河
だ

る
ま
パ
ッ
ケ
ー
ジ
さ
ら
に
読
売
新
聞
グ
ル
ー
プ

で
の
広
告
等
で
新
た
な
消
費
者
獲
得
に
繋
げ
る
。

Ｑ　
コ
ミ
ネ
ス
の
近
隣
に
駐
車
場
の
確
保
を

Ａ　
施
設
の
土
地
利
用
目
的
や
費
用
対
効
果
等

多
く
の
課
題
が
あ
る
。

北野　唯道 議員

佐川　京子 議員

生命を脅かす危機から市民を守ることに対し、市長の決意は

重油等水質汚濁事故の防災体制の徹底を

今後も覚悟を持って全力で市政運営にあたる

窓口の一元化等により迅速な対応に努める

Point
一般質問

とは

◇一般質問とは行政全般にわ
たり、市長などの行政側に
対し、現状や見通しを質問
したり、あるいは報告や説
明を求めたりすることです。

◇時間制限は質問、答弁時間
を含めて60分以内です。

◇一般質問をする議員はその
要旨を事前に通告すること
となっています。

一　般　質　問一　般　質　問
6月定例会では13名の議員が一般質問を行いました。6月定例会では13名の議員が一般質問を行いました。
本会議のネット中継及び録画配信を行っています。本会議のネット中継及び録画配信を行っています。
ホームページや各議員のQRコードから視聴できます。ホームページや各議員のQRコードから視聴できます。

6月定例会において延べ46名の方が傍聴にお越
しくださいました。ありがとうございました。
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Ｑ　
文
化
交
流
館
コ
ミ
ネ
ス
を

今
後
ど
う
運
営
す
る
か
伺
う
。

　
今
年
で
開
館
６
年
目
を
迎
え

る
白
河
文
化
交
流
館
コ
ミ
ネ
ス

を
ど
う
評
価
し
、
今
後
の
運
営

方
針
を
伺
う
。

Ａ　
開
館
以
来
、
様
々
な
舞
台

芸
術
の
鑑
賞
の
機
会
を
設
け
、

ま
た
、
人
材
や
団
体
の
育
成
に

も
取
り
組
み
、
多
く
の
市
民
が
文
化
活
動
に
参

加
す
る
よ
う
に
な
り
、
コ
ミ
ネ
ス
を
通
し
て
文

化
芸
術
に
親
し
む
土
壌
が
で
き
つ
つ
あ
る
。

　
文
化
芸
術
が
特
別
な
も
の
で
は
な
く
、
日
々

の
暮
ら
し
に
不
可
欠
な
も
の
と
し
て
定
着
さ
せ

て
い
く
こ
と
は
、
一
朝
一
夕
に
は
成
し
え
な
い

が
、
コ
ミ
ネ
ス
が
文
化
芸
術
の
鑑
賞
、
参
加
、

創
造
の
場
と
し
て
市
民
に
愛
さ
れ
、
応
援
さ
れ

る
こ
と
で
、
心
豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
を

実
現
す
る
役
割
を
担
っ
て
ま
い
る
。

Ｑ　
農
作
業
の
事
故
防
止
対
策
に
つ
い
て

Ａ　
平
成
31
年
４
月
か
ら
の
道
路
運
送
車
両
法

が
施
行
さ
れ
た
が
周
知
、
徹
底
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
農
業
機
械
が
大
型
化

に
伴
う
事
故
も
重
症
化
し
て
い
る
。
市
と
し
て

も
、
農
業
用

機
械
の
安
全

運
行
を
図
る

た
め
広
報
紙

や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
市
内

農
業
機
械
店

と
の
協
力
に

よ
る
周
知
に

努
め
る
。

戸倉　宏一 議員

文化交流館コミネスを今後どのように運営するか伺う
心豊かで活力ある地域社会を実現する役割を担う

Ｑ　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
相
談

窓
口
及
び
相
談
体
制
に
つ
い
て

Ａ　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
関
す

る
相
談
・
支
援
は
、
児
童
福
祉

を
担
当
す
る
「
こ
ど
も
支
援

課
」
が
窓
口
と
な
り
、
保
健
福

祉
部
内
は
も
と
よ
り
、
小
・
中

学
校
及
び
教
育
委
員
会
と
連
携

し
、
個
々
の
状
況
に
応
じ
、
公

的
サ
ー
ビ
ス
な
ど
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
る
こ

と
で
、
児
童
の
負
担
が
軽
減
す
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
る
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
把
握
に
つ
い

て
は
、
小
・
中
学
校
の
担
任
に
よ
る
日
々
の
観

察
や
民
生
児
童
委
員
を
は
じ
め
、
こ
ど
も
食
堂

な
ど
困
窮
世
帯
と
接
す
る
機
会
の
多
い
民
間
団

体
の
方
々
や
、
介
護
や
障
が
い
者
支
援
の
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
家
庭
を
訪
問
す
る
機
会
の

多
い
職
種
の
方
々
に
も
情
報
の
提
供
を
お
願
い

し
、
そ
の
把
握
に
努
め
て
い
る
。

Ｑ　
白
河
市
と
ヤ
マ
ト
運
輸
で
行
わ
れ
た
地
域

包
括
連
携
協
定
の
内
容
に
つ
い
て

Ａ　

こ
の
協
定

で
は
、
相
互
の

連
携
事
項
と
し

て
、
①
安
全
・

安
心
な
地
域
づ

く
り　

②
地
域

活
性
化　

③
災

害
対
策　

④
環

境
維
持
・
保
全

　

⑤
地
域
の
福

祉　

⑥
教
育
支

援
の
６
項
目
を

定
め
て
い
る
。

Ｑ　
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
子
育

て
支
援
に
つ
い
て
、
市
の
考
え

は
？

Ａ　
貧
困
、
児
童
虐
待
対
策
、

赤
ち
ゃ
ん
ク
ー
ポ
ン
券
配
布
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
。
子
ど
も

食
堂
等
の
団
体
と
連
携
し
、
地

域
全
体
で
子
育
て
を
し
て
い
く
。

Ｑ　
現
在
公
立
幼
稚
園
に
通
う

子
ど
も
の
半
数
以
上
が
共
働
き
世
帯
。
子
育
て

支
援
、
食

育
の
観
点

か
ら
公
立

幼
稚
園
全

園
を
完
全

給
食
に
し

て
ほ
し
い
。

Ａ　

大
信

幼
稚
園
以
外
は
給
食
を
搬
入
で
き
る
構
造
に
な

っ
て
い
な
い
。
状
況
に
応
じ
て
お
弁
当
給
食
の

回
数
を
増
や
す
な
ど
の
対
応
を
す
る
。

Ｑ　
複
合
施
設
の
設
置
予
定
の
「
お
仕
事
サ
ポ

ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
「
女
性
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー

ス
」
は
ど
の
よ
う
な
内
容
に
な
る
の
か
。

Ａ　
子
育
て
世
代
の
女
性
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、

就
労
支
援
に
加
え
、
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
や

短
時
間
就
労
等
の
多
様
な
働
き
方
の
推
進
等
を

考
え
て
い
る
。

Ｑ　
高
齢
者
等
が
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
助
成

券
の
範
囲
を
市
内
限
定
で
は
な
く
、
金
額
の
上

限
の
み
に
し
、
生
活
圏
内
の
移
動
利
用
を
可
能

に
し
て
ほ
し
い
。

Ａ　
市
民
か
ら
要
望
は
伺
っ
て
い
る
。
範
囲
拡

大
を
検
討
し
て
い
く
。

室井　伸一 議員

大木　絵理 議員

ヤングケアラーの相談窓口はどこになるのか

公立幼稚園全園を完全給食に！

児童福祉を担当する「こども支援課」になる

完全給食にすることは難しい。状況に応じてお弁当給食の回数を増やす。

「文化芸術は生活の中にあってこそ
存在意義がある」（宮田コミネス館
長の言葉より）

提供状況 園数
（計８園）

完全給食 １
お弁当給食　週３回 １
お弁当給食　週１回 ２
お弁当給食　月１回 ２
お弁当給食　年数回 １
提供なし １

〈市内公立幼稚園における給食提供の状況〉

県内13市中完全給食とお弁
当持参の園が混在している
のは白河市のみ
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Ｑ　
「
第
３
次
白
河
市
食
育
推

進
計
画
」
に
つ
い
て
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
略
と
円
安
の
も
と
食
料

安
全
保
障
が
問
題
の
今
、
有
機

農
業
・
環
境
保
全
型
農
業
を
拡

張
し
そ
の
農
産
物
を
学
校
給
食

に
使
用
し
食
農
教
育
を
連
動
さ

せ
生
産
者
・
消
費
者
交
流
に
依

拠
し
た
有
機
・
環
境
保
全
型
農

産
物
の
地
産
地
消
の
推
進
が
必
要
で
あ
り
、
Ｓ

Ｄ
Ｇs

の
目
指
す
方
向
を
体
現
す
る
も
の
と
考

え
る
観
点
か
ら
計
画
に
明
記
さ
れ
て
い
る
そ
れ

ら
の
推
進
の
具
体
策
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　
本
市
の
小
学
校
・
保
育
園
等
の
多
く
で
菜

園
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
「
し
ら
か
わ
マ

ル
シ
ェ
」
の
よ
う
な
消
費
者
と
の
交
流
機
会

を
拡
大
す
る
。

環
境
保
全
型

農
業
へ
の
生

産
者
の
理
解

を
得
る
た
め

に
県
や
Ｊ
Ａ

等
の
関
係
機

関
と
連
携
す

る
。

Ｑ  

障
害
者
の
文
化
芸
術
の
鑑
賞
機
会
の
拡
大

に
つ
い
て
二
〇
一
八
年
の
「
障
害
者
文
化
芸
術

活
動
推
進
法
」
に
則
し
特
に
コ
ミ
ネ
ス
の
現
状

と
評
価
を
問
う

Ａ　
視
覚
障
害
と
下
肢
障
害
の
一
級
・
二
級
の

本
人
と
介
助
者
対
象
に
半
額
割
引
を
行
っ
て
い

る
。鑑
賞
機
会
と
し
て「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
演
劇
」

を
開
催
し
た
。設
備
面
や
職
員
の
対
応
、
障
害

者
向
け
の
企
画
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

荒井　寿夫 議員

有機農産物の学校給食使用による地産地消の具体化を
前提の有機・環境保全型農業への生産者の理解のため関係機関と連携する

Ｑ　
国
道
２
９
４
号
白
河
バ
イ

パ
ス
の
完
成
に
よ
り
４
号
線
と

東
北
自
動
車
に
直
結
す
る
新
し

い
白
河
の
「
北
口
玄
関
」
が
で

き
「
人
と
物
」
の
流
れ
が
盛
ん

に
な
り
、
白
河
の
新
し
い
姿
が

形
成
さ
れ
る
。
小
峰
城
跡
の
北

側
丘

陵
の

杉
の
木
が
伐
採
さ
れ
、

１
８
０
㍍
の
壮
大
な

石
垣
が
姿
を
現
わ
し

た
。「
北
口
玄
関
」の

新
し
い
顔
と
な
る
、

こ
の
城
跡
の
石
垣
丘

陵
を
綺
麗
に
整
備
し

て
は
ど
う
か
。

Ａ　
北
の
玄
関
口
と

し
て
、
新
た
な
景
観
が
生
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

石
垣
の
あ
る
北
側
丘
陵
の
景
観
形
成
づ
く
り
に

努
め
る
。　

Ｑ　
宝
酒
造
跡
地
を
利
用
で
き
る
に
は
埋
蔵
文

化
財
の
発
掘
調
査
が
必
要
と
な
り
５
０
０
０
平

米
で
４
年
か
ら
５
年
の
月
日
が
か
か
り
、
全
体

で
１
８
０
０
０
平
米
あ
る
た
め
発
掘
調
査
に
は

相
当
な
年
数
を
要
す
。
国
道
２
９
４
号
白
河
バ

イ
パ
ス
完
成
に
よ
り
宝
酒
造
跡
地
の
利
活
用
の

価
値
が
高
ま
る
こ
と
か
ら
、
計
画
が
決
定
し
て

か
ら
で
は
な
く
、
利
用
計
画
が
直
ち
に
進
め
ら

れ
る
よ
う
先
行
発
掘
調
査
を
進
め
て
お
く
こ
と

が
必
要
か
と
考
え
る
。

Ａ　
現
状
保
存
も
考
慮
す
る
必
要
か
ら
、
土
地

利
用
の
計
画
が
明
ら
か
と
な
っ
た
時
点
で
対
応

を
検
討
す
る
。

Ｑ　
日
本
は
食
料
を
海
外
に
依

存
し
、
自
給
率
は
先
進
国
中
、

最
低
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
市

民
の
暮
ら
し
を
守
る
市
長
と
し

て
現
在
の
食
料
の
安
全
保
障
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ　
農
業
の
生
産
基
盤
を
将
来

に
わ
た
り
維
持
し
て
い
く
こ
と

が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
そ
の

た
め
大
規
模
化
や
高
収
益
化
に
よ
り
農
地
を
最

大
限
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
家
族
経
営
や
兼

業
等
へ
の
営
農
支
援
、
新
規
就
農
者
の
育
成
等

を
推
進
し
、
将
来
の
担
い
手
を
確
保
し
て
い
く

取
り
組
み
を
一
層
推
進
し
て
い
く
。

Ｑ　
食
料
同
様
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
も
重

要
な
問
題
で
あ
る
。
現
状
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

Ａ　
元
年
度
の
国
内
に
お
け
る
石
油
・
石
炭
・

天
然
ガ
ス
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
を
含
め

た
電
力
発
電
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
は
、
12
・
１

％
と
な
っ
て
い
る
。
市
の
公
共
施
設
に
お
け
る

太
陽
光
発
電
設
備
は
、
表
郷
庁
舎
な
ど
21
か
所

あ
り
、
今
後
は
で
き
る
こ
と
か
ら
や
り
た
い
。

柴原　隆夫 議員

大竹　功一 議員

180㍍の石垣丘陵の綺麗な景観づくりは

食料の安全保障について、市長に問う

宝酒造跡地の発掘調査は計画が決まってから

市としても、食料の自給率向上等に向けた施策を推進していく考えである

有機農業・学校給食・食農
教育・地産地消の好循環

農家・市
民・移住者の
有機農産物
栽培の協働

有機農
業実践講座と
栽培農業者へ
の助成

学校給
食への有機
農産物の
使用

学校給食・
学校農園と連
動した食育：地
産地消を推進
する市民
運動

食と農の
まちづくり⇔市
民の参画と協働
：地域課題解決・
地域内グリーン
経済循環

見事な180㍍石垣の東側丘陵
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Ｑ　
複
合
施
設
に
公
民
館
機
能

が
入
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
公
民

館
活
動
の
「
生
き
が
い
づ
く

り
」
に
つ
い
て
鈴
木
市
長
の
考

え
を
伺
う
。

Ａ　
自
主
運
営
に
よ
る
様
々
な

ク
ラ
ブ
活
動
の
拠
点
と
し
て
若

年
層
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
幅
広

い
世
代
の
市
民
が
、
気
軽
に
立

ち
寄
る
こ
と
が
で
き
る
空
間
を
提
供
し
、
市
民

の
生
涯
に
わ
た
る
学
習
活
動
の
場
を
さ
ら
に
充

実
・
発
展
さ
せ
多
種
多
様
な
生
き
が
い
づ
く
り

に
繋
げ
て
ま
い
り
た
い
。

Ｑ　
令
和
４
年
度
に
中
止
に
な
っ
た
駅
伝
名
と

理
由
に
つ
い
て

Ａ　
「
し
ら
か
わ
駅
伝
競
走
大
会
」
と
「
し
ら

か
わ
郷
里
マ
ラ
ソ
ン
」
で
あ
る
。
理
由
は
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
開
催
に
よ
る
感
染
拡
大
の
リ
ス

ク
を
避
け
る
た
め
と
参
加
チ
ー
ム
が
半
減
し
た

た
め
。
し
ら
か
わ
郷
里
マ
ラ
ソ
ン
も
同
様
だ
が
、

今
度
の
大
会
が
20
回
と
い
う
節
目
の
記
念
大
会

と
な
る
た
め
、
コ
ロ
ナ
対
策
で
制
限
を
か
け
て

実
施
す
る
よ
り
、
次
年
度
以
降
に
延
期
し
、
記

念
大
会
と
し
て
盛
大
に
開
催
し
た
方
が
望
ま
し

い
と
判
断
さ
れ
た
た

め
で
あ
る
。

Ｑ　
図
書
館
駐
車
場
を

コ
ミ
ネ
ス
来
館
者
に
も

利
用
で
き
な
い
か
。

Ａ　

図
書
館
の
休
館

日
や
来
館
者
が
少
な

い
場
合
に
は
一
般
の

方
の
利
用
も
可
能
と

し
て
い
る
。

Ｑ　
白
河
市
を
中
心
と
し
た
経

済
圏
、
生
活
圏
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
、
圏
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
ど
の
よ
う
に
牽
引
し
て
い

く
の
か
。

Ａ　
時
に
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
、
時
に
は
パ
ー
ト
ナ

ー
と
し
て
タ
ッ
グ
を
組
み
な
が

ら
地
方
で
暮
ら
す
こ
と
の
豊
か

さ
を
実
感
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
圏
域
全
体
で

進
め
、
賑
わ
い
や
活
力
を
維
持
、
再
生
し
て
い

く
。

Ｑ　
市
の
婚
活
事
業
の
今
後
の
課
題
と
取
り
組

み
に
つ
い
て

Ａ　
新
た
な
成
婚
者
を
増
や
す
た
め
に
、
結
婚

へ
の
促
し
や
世
話
や
き
人
の
育
成
な
ど
の
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
し
、
結
婚
支
援
へ
の
ニ
ー
ズ
に
つ

い
て
対
象
年
代
の
拡

大
も
視
野
に
入
れ
て

い
く
。

Ｑ　

政
治
や
選
挙
に

関
す
る
教
育
に
つ
い

てＡ　

市
議
会
の
傍
聴
、

議
場
見
学
、
市
長
と

語
る
「
し
ら
か
わ
未

来
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の

機
会
を
通
じ
、
児
童
、

生
徒
が
有
権
者
に
な

っ
た
時
に
政
治
や
選

挙
に
対
し
て
の
興
味
、

関
心
が
高
ま
る
よ
う

な
教
育
を
継
続
し
て

い
く
。

大花　務 議員

高畠　裕 議員

コミネスと図書館共有駐車場にできないか

経済圏、生活圏のリーダーとして近隣市町村をどう牽引していくのか

図書館西側駐車場の中にコミネス用駐車スペースは５台ある

リーダーシップを発揮し、賑わいや活力を維持、再生していく

Ｑ　
公
共
施
設
男
子
ト
イ
レ
内

に
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
設

置
す
る
こ
と
に
つ
い
て

Ａ　
衛
生
用
品
を
使
用
す
る
方

の
た
め
の
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク

ス
の
設
置
が
各
地
で
広
が
り
を

み
せ
て
い
る
。
市
で
も
管
理
上

の
課
題
や
必
要
数
を
検
討
し
、

で
き
る
も
の
か

ら
速
や
か
に
設
置
し
て
い
く
。

Ｑ　

小
学
生
の
ラ
ン
ド
セ
ル
の

現
状
と
対
策
、
「
さ
ん
ぽ
セ
ル
」
に
つ
い
て

Ａ　

一
年
生
は
約
３・１
㎏
、六
年
生
は
約
４・

７
㎏
で
、軽
く
す

る
た
め
国
語
・
算

数
の
教
科
は
持
ち

帰
り
、他
の
教
科

は
持
ち
帰
ら
ず
教

室
に
置
い
て
お
く

な
ど
工
夫
を
し
て

い
る
。さ
ん
ぽ
セ

ル
に
つ
い
て
は
、保

護
者
が
十
分
検
討

し
た
上
で
使
用
判

断
を
し
て
い
た
だ
く
。今
後
も
ラ
ン
ド
セ
ル
の
重

さ
が
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
く
。

Ｑ　
こ
れ
か
ら
の
市
史
編
さ
ん
と
毎
年
の
定
点

撮
影
に
つ
い
て

Ａ　
歴
史
と
し
て
の
考
察
や
評
価
の
面
で
、
あ

る
程
度
の
期
間
が
経
過
し
た
後
に
判
断
し
、
事

業
を
実
施
す
る
際
に
は
、
担
当
す
る
組
織
を
立

ち
上
げ
て
取
り
組
む
。
広
報
紙
の
取
材
な
ど
を

通
じ
て
、
で
き
る
限
り
多
く
の
写
真
を
残
し
て

い
く
。

須藤　博之 議員

公共施設内男子トイレにサニタリーボックス設置を
検討の上、できるものから速やかに設置する
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Ｑ　
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に

対
す
る
危
機
を
乗
り
越
え
た
経

験
・
実
績
に
つ
い
て
、
ま
た
今

後
発
生
す
る
多
様
な
事
態
へ
の

危
機
管
理
の
充
実
に
つ
い
て

Ａ　
未
だ
か
つ
て
誰
も
が
経
験

の
な
い
大
震
災
や
原
発
事
故
な

ど
の
災
害
を
乗
り
越
え
て
き
た

実
績
か
ら
「
自
分
で
す
べ
き
こ

と
、
み
ん
な
で
助
け
合
う
こ
と
、
行
政
が
行
う

こ
と
」
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
果
た
し
た
中
で
、

地
域
に
お
け
る
強
い
連
帯
感
が
生
ま
れ
た
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
力
を
活
か
し
て
、
市
民
の
暮
ら
し

に
安
全
と
安
心
感
の
あ
る
住
み
良
い
ま
ち
づ
く

り
を
行
う
と
と
も
に
、
起
こ
り
う
る
で
あ
ろ
う

様
々
な
危
機
か
ら
市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る

べ
く
、
市
長
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
先
頭
に
立
つ

て
ま
い
る
所
存
で
あ
る
。

Ｑ　
成
年
年
齢
引
き
下
げ
に
よ
る
本
市
の
成
人

式
の
考
え
方
に
つ
い
て

Ａ　
本
市
に
お
け
る
成
人
式
は
、
令
和
５
年
以

降
も
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
二
十
歳
で
開
催
す
る

こ
と
と
し
て

い
る
。
な
お
、

式
典
の
名
称

に
つ
い
て
は

実
行
委
員
の

意
見
を
参
考

に
し
な
が
ら
、

秋
ま
で
に
決

定
し
て
ま
い

り
た
い
と
考

え
て
い
る
。 山口　耕治 議員

安全・安心のまちづくりのための危機管理について
命と暮らしを守るべく、市長として先頭に立ってまいる

25
年
特
別
表
彰
　
深
谷
議
員

15
年
表
彰
　
菅
原
議
員
、

10
年
表
彰
　
緑
川
議
員

　

去
る
、
５
月
25
日
、
全
国
市
議
会

議
長
会
第
98
回
定
期
総
会
に
お
い
て
、

深
谷
弘
議
員
が
「
市
議
会
議
員
と
し

て
25
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
市
政
の

発
展
に
尽
く
さ
れ
、
そ
の
功
績
は
特

に
著
し
い
も
の
が
あ
る
」
と
し
て
特

別
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

菅
原
修
一
議
員
は
市
議
会
議
員
と

し
て
15
年
、
緑
川
摂
生
議
員
は
10
年

の
功
績
を
認
め
ら
れ
、
全
国
市
議
会

議
長
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

上段左から筒井孝充議長、石名国光副議長、
下段左から菅原修一、深谷弘、緑川摂生

全国市議会議長会総会で受賞

教
職
員
の
多
忙
化
解
消

Ｑ　
教
職
員
の
時
間
外
勤
務
時

間
は
、
平
成
28
年
か
ら
６
年
間

の
デ
ー
タ
（
月
平
均
、
過
労
死

ラ
イ
ン
の
月
別
人
数
・
割
合
）

を
見
る
と
減
っ
て
き
て
い
る
が
、

ど
う
受
け
と
め
て
い
る
か
。

Ａ　
年
々
少
し
ず
つ
多
忙
化
解

消
の
取
り
組
み
の
成
果
が
表
れ

て
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ
改
善
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　
多
忙
化
解
消
は
、

「
給
特
法
」
や
「
教

員
不
足
」
の
問
題
と

も
関
わ
っ
て
い
る
。

教
育
予
算
も
含
め
、

国
の
教
育
行
政
の
構

造
的
な
問
題
で
あ
り
、

起
こ
る
べ
く
し
て
起

こ
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

Ａ　
更
な
る
教
員
の

配
置
の
拡
充
は
必
要

で
あ
り
、
県
教
委
に
要
望
し
て
い
く
。

原
発
事
故
か
ら
11
年
の
課
題

Ｑ　
最
高
裁
の
判
決
に
よ
り
東
京
電
力
の
責
任

は
確
定
し
、
国
の
基
準
を
超
え
る
賠
償
額
が
確

定
し
た
。「
中
間
指
針
」(
国
の
賠
償
基
準)

を
見

直
し
、
賠
償
を
原
告
だ
け
で
は
な
く
、
す
べ
て

県
民
・
市
民
を
対
象
に
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
見
解
を
。

Ａ　
指
針
の
見
直
し
を
含
め
、
賠
償
の
あ
り
方

等
に
つ
い
て
、
国
は
責
任
を
も
っ
て
速
や
か
に

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

深谷　　弘 議員

教職員の多忙化は、解消の取組みで少しずつ解消している！？
「教職員不足」の問題とも関わり、国の教育行政の構造的問題なのではないか
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白河第五小学校  三年生の質問に答えました！白河第五小学校  三年生の質問に答えました！

令和 3年度　政務活動費収支報告
　政務活動費は、議員の調査研究その他の活動に資するため、必要な経費と
して交付されるものです。本市議会では一人あたり月額 2万円、年額 24万
円を上限として交付し、残額が生じたときは返納することになっています。

ＮＯ 氏　　　名 交付額 支出額
支　　出　　内　　訳

返納額 個人負担額
調査研究費 研修費 広報費 広聴費 会議費 資料作成費 資料購入費

1 大　木　絵　理 240,000 241,625 0 0 233,562 0 0 8,063 0 0 1,625
2 吉　見　優一郎 240,000 185,100 24,000 0 0 0 0 127,000 34,100 54,900 0
3 鈴　木　裕　哉 240,000 242,121 14,991 136,270 3,430 0 0 87,430 0 0 2,121
4 高　畠　　　裕 240,000 188,280 0 0 0 0 0 148,680 39,600 51,720 0
5 戸　倉　宏　一 240,000 0 0 0 0 0 0 0 0 240,000 0
6 荒　井　寿　夫 240,000 520,189 0 0 520,189 0 0 0 0 0 280,189
7 根　本　建　一 240,000 243,566 0 0 153,807 0 0 63,529 26,230 0 3,566
8 室　井　伸　一 240,000 217,093 0 0 50,000 0 0 134,093 33,000 22,907 0
9 緑　川　摂　生 240,000 295,005 0 0 159,005 0 0 136,000 0 0 55,005
10 柴　原　隆　夫 240,000 0 0 0 0 0 0 0 0 240,000 0
11 菅　原　修　一 240,000 213,651 0 0 142,274 0 0 7,191 64,186 26,349 0
12 北　野　唯　道 240,000 427,706 0 0 318,780 0 0 108,926 0 0 187,706
13 水野谷　正　則 240,000 244,842 21,537 0 209,995 0 0 13,310 0 0 4,842
14 佐　川　京　子 240,000 257,971 0 0 56,700 0 0 168,271 33,000 0 17,971
15 藤　田　文　夫 240,000 207,207 0 0 107,569 0 0 63,778 35,860 32,793 0
16 大　花　　　務 240,000 222,084 0 0 150,194 0 0 71,890 0 17,916 0
17 縄　田　角　郎 240,000 115,920 0 0 50,000 0 0 34,444 31,476 124,080 0
18 石　名　国　光 240,000 150,540 0 0 25,200 0 0 125,340 0 89,460 0
19 高　橋　光　雄 240,000 133,814 18,315 0 100,440 0 0 15,059 0 106,186 0
20 大　竹　功　一 - - - - - - - - - - -
21 山　口　耕　治 240,000 245,423 22,013 0 0 0 0 219,450 3,960 0 5,423
22 須　藤　博　之 240,000 181,330 0 0 0 0 0 55,930 125,400 58,670 0
23 深　谷　　　弘 240,000 247,218 0 0 151,580 0 0 95,638 0 0 7,218
24 筒　井　孝　充 240,000 251,450 23,950 0 0 0 0 227,500 0 0 11,450

合　　　　計 5,520,000 5,032,135 124,806 136,270 2,432,725 0 0 1,911,522 426,812 1,064,981 577,116
構成割合 2.5% 2.7% 48.3% 0.0% 0.0% 38.0% 8.5%

※支出額のうち交付額を超える金額については個人負担です。

市議会ホーム
ページでも公
開しています。

（単位：円）

Ｑ１　市議会はどんなところですか？

　Ａ　まちの建物をつくることや、市
のきまりをつくる時に“やって
良いことか”と議員が考えて決
めるところです。

Ｑ２　市議会議員はどんな人ですか？

　Ａ　生活に関わる色々なことを議論す
るので、男女・年齢を問わず幅広
い分野から選挙によって 24人の方
が選ばれました。

Ｑ３　なぜ、市議会議員になったのですか？

　Ａ　白河市をよくしたい気持ちとこれから
の子どもたちに素敵な白河市を残した
いからです。

Ｑ４　議会はいつどのくらい開かれますか？

　Ａ　定例会は 3月・6月・9月・12月の４回
です。また、必要に応じて行われる
臨時会があります。

Ｑ５　市議会にはどんな仕事がありますか？

　Ａ　市のお金の使い方や市民のみんなで守
るルールを話し合って決める仕事をし
ています。

市議会へ
　ようこそ！
市議会へ
　ようこそ！
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9 月定例会の予定月定例会の予定 正式には9月6日の開会日に決定します。

本会議はインターネッ
ト中継及び録画配信を
行っています。

こちらの
ＱＲコー
ドを読み
込んでく
ださい。

※新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、傍聴の際は検温、マスク着用、手指消毒にご協力をお願いします。

● 時間：午前10時から　● 場所：本庁舎４階　議場

９月　６日（火）本会議【開会、会期決定、提案理由説明】
　　１２日（月）本会議【一般質問・質疑１日目、委員会付託（請願・陳情）】
　　１３日（火）本会議【一般質問・質疑２日目】
　　１４日（水）本会議【一般質問・質疑３日目、委員会付託（議案）】
　　１５日（木）委員会【各常任委員会・付託案件の審査】
　　２０日（火）決算審査特別委員会【開会・審査】
　　２１日（水）決算審査特別委員会【審査】
　　２６日（月）決算審査特別委員会【総括質疑・表決】
　　２９日（木）本会議【各常任委員長報告、質疑、討論、表決、閉会】

　関辺小学校６年生22名が、社会科の「私たちの暮らしと政治」を学ぶ
ために議会傍聴に6月22日に訪れ、一般質問を行う議員と市長の真剣なや
り取りを一生懸命メモをとりながら傍聴しました。
　白河市議会では、将来
の白河を担う児童生徒の
皆さんの議会見学を心よ
りお待ちしております。

関辺小６年生が議会傍聴！

後日届いたお手紙を紹介します
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